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テーマ：生徒の生きる力を育てる、普通教室における理科実験法の工夫と開発・実践 

学校名：鶯谷中学高等学校 代表者：横山 豊 報告者：甘利 翠 

全教員数：専任65名・非常勤52名 

実践研究を行う教員数：16名 

全学級数・児童生徒数：12学級・355名（中学） 

実践研究を受けた学級数・児童生徒数：12学級・355名 

 

１．研究の目的（テーマ設定の背景を含む） 

  本校では、老朽化した校舎を取り壊し、新校舎を建築す

る工事が進んでいる。その間３年、理科実験室（２教室）を

確保できない状態が続く。 

本校の理科ではこれまで、教科書に載っている実験は

理科実験室にて教科書（東京書籍）通り全て行い、観察・

実験より得られる結果から考察を導き出す力を育てること

を大切にしてきた。しかし理科実験室がないとなると、これ

まで通りの方法で授業を行うことができず、授業構成にお

ける工夫を迫られた。普通教室で動画を見せるにとどめる、などの意見も出たが、生徒一人一人が実際に手を

動かすことで得られる体験や感動は、何ものにも変え難い。 

調べていく中で私たちは、「マイクロスケール実験」の記事に出会った。マイクロスケール実験（以下 MC）は、

ごく少量の試薬を使い、小さい器具を使った実験である。私たちは、MC を用いれば、普通教室でもこれまで以

上に生徒の力を伸ばすことのできる授業展開が可能であると考えた。 

生徒と共に MC について議論をしながら継続的な実践をしていくことで、生徒にとっても、本校の理科にとって

も力になると考え、研究テーマを「生徒の生きる力を育てる、普通教室での理科実験法における工夫と開発・実

践」として設定した。 

 

２．研究にあたっての準備（機器・材料の購入、協力機関等との打合せを含む） 

○ 書籍の購入と勉強 

      「575 化学実験」実践ガイド・「授業で使えるマイクロスケール実験」・「実験マニア」 など 

○ EDIX 教育総合展にて、研究授業（中２ 化学分野）やブースを見学し、勉強 

○ キットを購入してつくりを観察、授業で使用して使い勝手を確認 

  ゼネコン実験セット・酸化銅還元実験セット・熱分解実験セット など 

○ MC に必要なものを購入 

小さな試験管・マイクロプレート・スポイト・スクリュー管・サイエンスマルチメータ―・小さな電源装置 など 

○ 授業に合わせて、適宜必要なものを購入 

試薬・試料・器具・部品 など 

○ 普通教室に加え、美術室（ガス栓なし、水道あり）を共用で使用させてもらえることを確認 
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３．研究の内容 

中学の教科書の実験は、ほぼすべて MC で対応可能であることが確認できた。高校の教科書の実験も、一部

MC で対応可能であった。MC の考え方も、当初は「小さなスケールで」としか考えていなかったが、少しの工夫

で、時間・手間など、様々なことがマイクロになることを実感した。以下に、実践した授業例を示す。 

【化学分野】 

○ 中１ 有機物・無機物 ： アルコールランプ（指示薬瓶・綿芯）と加

熱台（本立て・金網）を作成した。 

○ 中１ 気体の性質 ： 気体発生・確認装置を作成した。 

○ 中２ 熱分解・還元 ： 加熱実験装置を作成した。 

○ 中２ 化合 ： 銅板に硫黄の粉末を擦り付け変化を観察した。 

○ 中２ 酸化 ： スチールウールを入れた試験管を、水を入れたビーカー

に逆さに立て一晩置くと、水面が 1/5ほど上がったことから考察した。 

○ 中２ 金属を熱したときの質量の変化 ： 銅粉の代わりに銅箔を用い

たがうまくいかず、検討中。 

【物理分野】 

○ 中１ 光の実験 ： 光学台を、定規と洗濯バサミで代用した。 

○ 中２ 放射線 ： シャーレで霧箱を作成した。ドライアイスの用意

が必要であるため、ドライアイスを使わない霧箱ができるか、検討中。 

○ 中２ 静電気 ： 静電気発生装置を作成した。 

○ 中２ 回路 ： 黒板に貼って確認できる回路を作成した。 

【生物分野】 

○ 中１・中２ 動物のからだのつくり ： 煮干し・イカ・手羽先を、１〜２人に１試料ずつ渡

し、iPadで方法を確認しながら解剖・観察した。 

○ 中２ だ液によるデンプンの変化 ： 試験管の代わりにマイクロチューブを用い、全員

が自分のだ液のはたらきを確認した。シャーレとオブラートを用いる方法も実践した。 

○ 高２ カタラーゼのはたらき ： 試験管の代わりにマイクロプレートを用い、２人１組で実

験を行った。その場ですぐに、生徒が思いついた実験も行うことができた。 

○ 高２ DNA の抽出 ： DNA を抽出するためのブロッコリーを凍らせておいた。乳鉢と乳

棒の代わりに、チャック袋に花芽部分を入れて揉み出すことで、DNA入りの試料とした。 

○ 高３ 光合成色素の分離 ： 乳鉢と乳棒の代わりに、マイクロチューブにアオサ・ワカメ・

ホウレンソウ・コケなどを入れ、抽出液を加えて爪楊枝でつぶすことで、光合成色素入り

の試料とした。 

○ 高３ 種子の発芽と胚のはたらき ： 寒天培地の代わりにオブラートを用いた。 

○ 高２ 呼吸の実験 ： 通常の蛇口にホームセンターで購入したアダプターをつけることで、アスピレーターを

装着することができた。 

【地学分野】 

○ 中１ 火成岩のつくり ： チャック袋の中で、ミョウバンまたはハイポを用いて結晶

をつくった。お湯の中、または水の中でと、冷まし方に変化をつけた。 

○ 中２ 大気圧の実験 ： 空き缶に、水の代わりにポットの湯を入れることで、ガスバーナーを使わず、ヒーター

でも短時間で実験ができた。 

○ 中２ 雲の実験 ： 教室で、ドライアイスを用いて雲を作った。 
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４．研究の成果と成果の測定方法 

○ 公開授業旬間の活用 ： 年２回行われる公開授業旬間の利用を呼びかけた。その結果、この期間に関わら

ず、年間を通して授業を見学し合い、意見交流を行い、お互いの工夫を取り入れる姿が見られた。また、学年

の先生方も授業を見学に来てくださり、コメントを頂いた。英語科からは、英語の教科書に出てくる内容を用

いて一緒に授業ができないかと提案を頂き、MC の可能性の広がりを感じた。 

○ 授業診断の評価 ： （株）Educational Networkの光延先生の授業診断で、MC の授業を見て頂いた。 

《光延先生の総評》 生徒の疑問抽出→授業へ活用 / 移動教室できちんと時間前に揃う / 映像＜実験

を環境厳しい中でこなす：マイクロスケールの取組 

○ 定期考査の成績 ： 授業内容をもとに、生徒から出た発言を題材に会話形式の出題をするなどの工夫をし

た。生徒からは「解いていて楽しかった」「おもしろい問題だった」との声が聞こえ、教員も生徒も、知識偏重

の問題からの脱却を図る姿が窺えた。MC が定期考査の成績（得点）に直結したかを測ることは難しかった。 

○ 授業アンケートの結果 ： 年２回行われる授業アンケート（生徒が回答）の結果を分析し、共有した。 

【中１−４】 ・  主体的に参加しているか → ◎ 56％ / ○ ４１％ / △ ０％ / × ０％ / 無回答 ４％ 

 (12月)  ・  工夫された授業か →  ◎ 67％ / ○ 26％ / △ 4％ / × ０％ / 無回答 ４％ 

・ 授業内容のわかりやすさ → ◎ 81％ / ○ 15％ / △ ０％ / × ０％ / 無回答 ４％ 

・ 考えさせる授業か →  ◎ 70％ / ○ 26％ / △ ０％ / × ０％ / 無回答 ４％ 

《生徒の感想》 「理科の授業では、生徒を中心に、教科書に書いていないことや他学年のことも学べるので

すごく良い。また、１つのことに対してルールを決めてやってくれるからうれしい」「いつも授業のはじめに身

の回りのものから授業につなげているのがとても良い。実験も面白い」「授業はすごくわかりやすく、すごく

楽しい。理科室がない中、私たちのためにいつも考えてくださりありがとうございます」「興味がわいてきて

理科が好きになった。将来理科の先生になりたいと思った」 

○ 授業ノート・実験レポートの記述分析と、プレゼンテーションの評価 ： 授

業ノートを定期的に回収し、生徒の理解度の確認と、教員の勉強の一助

とした。実験においては、自分の手でノートをつくることを重視した。MC の

考え方をもとに、枠を意識して記述することができた。 

中１で英語科とコラボして、２月に Ooho!（つかめる水）を題材に、教科

横断的な学びの試みを行った。Ooho!の作成を MC で行い、その過程を

英語で進行した。他教科の先生とも協力することで、生徒の力をさらに伸ばすこと

のできる授業展開の可能性を感じた。 

   《英語の先生の感想》 実際に作り、触れ、食べるという体験があったことで、生徒

の英語発話が自然に引き出された。協働的な活動を通して、英語で表現する

ハードルが下がったと考えられる。環境問題や科学技術の役割についても考える機会となった。今後も理

科的体験と言語活動をつなげ、体験→思考→表現の流れを意識した授業を構築していきたい。 

《生徒の感想》 「英語での実験は難しかったけれど、班のみんなで協力し、班のメンバーの良さにも気づくこ

とができた」「英語でもっと表現したいと思った」「班で色々工夫することで、学べることがたくさんあった」

「色々なジュースで試したりすることで、Ooho!ができたものとできなかったものを比較することができた

（自主的に、試したいものを持参した生徒も見られた）」「最後のプレゼンでうまくまとめきることができな

かったので、残りの英語の授業では、班で考える活動を頑張りたい」「I realized that it’s important 

to follow the manual. I realized that I could understand the English written in the manual 

better than before. The finished product was a little crushed, so next time I’ll try to make 

it so it doesn’t get crushed.（感想を英語で書いた生徒も見られた）」 
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５．今後の展開（成果活用の視点、残された課題への対応、実践研究の可能性や発展性など） 

○ MC の実践を学校全体で共有したい。ここ数年、理科実験室における理科実験は、生徒がふざける（水を掛

け合う、器具を目的以外のことに使う）、指示が通らない（生徒が主体的に実験に関われない、私語がなく

ならない）などの問題を抱えていた。しかし MC の実践を始めてから、そのような問題は聞こえてこなくなっ

た。授業規律が守られ、その枠の中で、生徒たちは主体的に、トライアンドエラーを楽しんでいる。MC の実践

は、学級運営にも役立てられる面があることを伝えたい。 

○ 岐阜県や地区の理科部会で、MC を用いた授業の取り組みを紹介したい。 

○ 学校見学会やサイエンス講座での MC を継続し、興味を持った児童・生徒が、家庭でも研究が進められる

ようサポートしたい。 

○ 授業で行った MC の方法やポイント、様子などを収集・蓄積している。発信していく準備を進めたい。 

 

６．成果の公表や発信に関する取組 

○ 夏季休業中の学校見学会において、理科の体験授業

として MC を行った。小学生対象にはスライム、中学生

対象には DNA抽出を行った。 

○ 夏季休業中に、児童館においてサイエンス講座（小学

生対象）を開催し、「酵素」をテーマに MC を行った。

講座には、昨年度の卒業生が２人、アシスタントとして手を挙げて参加してくれ

た。また、講座の内容を、さらに家で研究し自由研究としてまとめ、学校に提出し

たいという児童が現れた。自由研究は学校代表に選ばれた。 

○ 秋に、外部施設で開催された私立中学校合同説明会で MC を出展した。ペーパ

ークロマトグラフィーを行い、満席となった。 

○ 岐阜県の、令和7 年度高等学校、特別支援学校人権教育教員研修会（毎年、各

教科の高等学校と特別支援学校の教員が一堂に会し(2025 年度はオンライ

ン)、人権教育の観点に基づいて作成した学習指導案をもとに意見交流を行う会

議）において、中２の「だ液によるデンプンの変化」について学習指導案を提出した。教科書に載っている方

法では、だ液に抵抗感がある生徒から「汚い」「嫌だ」という発言が聞こえ、全員が実験に参加できなかっ

た。しかし、MC を用いたことで否定的な発言が出ず、全員が実験を行うことができたと報告した。実験に取

り組まない生徒がいて悩んでいるという他校の先生方から、「MC は興味深い、学校で相談し、取り入れるこ

とを考えたい」とのコメントを頂いた。 

 

７．所感 

本研究の成果の１つ目は、教員が試行錯誤をし、それを共有するようになったことである。 

成果の２つ目は、生徒の姿に変化が見られてきたことである。手を動かしながら、工夫や疑問が生まれ、教科

書に載っていない実験に発展していく発言が増えた。「当たり前」と感じさせない環境が、生徒をそうさせたと考

える。さらに、自ら実験方法を考え、生徒自身が進行していく授業を目指したい。 

MC が、生徒の興味のきっかけに有効であり、生徒たちが、MC の枠の中で活動している姿が、授業アンケー

トからも窺えた。教員が、それを、さらにどのように繋げて発展させていくかをイメージし、指導していく力をつける

必要がある。テーマの「手段」である「普通教室における理科実験法の工夫と開発・実践」を継続しつつ、テー

マの「目的」である「生徒の生きる力を育てる」ために、生徒とともに試行錯誤を続けたい。 

 

（様式１）  

※ 規格：Ａ４判 縦長 横書き １～２ページ程度  

 

令和７年度高等学校、特別支援学校人権教育教員研修会（後期）資料 

人権教育の観点に立った学習指導案 

学校名 鶯谷中学高等学校 氏名 甘利 翠 

１・学習指導案の作成、実践において工夫をした点・配慮をした点 

 本校では、老朽化した校舎を取り壊し、新校舎を建築する工事が進んでいる。その間３年、理科実験室を確

保できない状態が続く。そこで本校は今年、「マイクロスケール実験（MC：ごく少量の試薬を使い、小さい器具

を使った実験）」の取り組みを行っている。MC の実践をしていく中で、教員同士の試行錯誤やコミュニケーシ

ョンが劇的に増加した。それに伴い、生徒たちも、実験は与えられるものではなく、自分たちでつくり上げていく

ものであると感じたようで、一緒に考え、提案し、行動する姿が見られるようになっている。 

MC の取り組みは、「教員が何を教えるか」から「生徒がどのように学ぶか」への授業の転換につながって

いる。生徒たちに、人権への意識につながる気づきを得ることができるような環境・方法を提案していきたい。 

2・学習指導案  

分野 生物 

学年 中学 2 年 

題名 だ液アミラーゼの実験 

目的 だ液によりデンプンが麦芽糖などに変化することを調べる。 

準備 マイクロチューブ４個（A〜D）、綿棒２本、蒸留水、デンプン溶液、ヨウ素液、ベネジクト液 

ポイント my だ液アミラーゼのはたらきを確認 

注意 ① マイクロチューブの頭に名前を書く、または色シールを貼る。 

② 綿棒の先は、綿棒の軸を少し残し（手で持てるくらい）、手で折る。 

方法（操作） ① マイクロチューブにデンプン溶液を 0.5mL ずつ入れる（チューブの線までスポイトで）。 

② マイクロチューブ A、Bに、蒸留水を浸した綿棒の先を入れる。 

③ マイクロチューブ C、D に、だ液を浸した綿棒の先を入れる。 

④ マイクロチューブ A〜D を、手で握って 5分間温める。 

⑤ マイクロチューブ A、C に、ヨウ素液を入れ、観察する。 

⑥ マイクロチューブ B、D に、ベネジクト液を入れる。80℃の湯を入れたビーカーにマイクロチ

ューブ B、D を浮かべ、観察する。 

結果 A：青紫色 / B：変化なし（青色） / C：変化なし（茶褐色） / D：赤褐色沈殿 

考察 だ液によりデンプンが麦芽糖などに変化したか。 

Before ① 教科書（東京書籍）通りに実験を行っていた。だ液を出すのを嫌がる生徒、「汚い」「気持

ち悪い」などと発言する（自分に対して・相手に対して）生徒がみられた。また、実験をやろ

うとしない生徒、その姿を指導する教員も見られた。 

② 操作に時間がかかり、１時間以内にまとめまでできなかった。 

生徒の様子 ① だ液の採取は綿棒の先を口に含むだけなので、嫌がる生徒は 1人もいなかった。 

② 全員が実験をすることができ、お互いの結果の比較も、嫌がることなく行っていた。 

③ 片付けを、負担なく素早く行うことができた。 

④ 操作に時間がかからず、１時間で実験方法の説明、実験、まとめまで行うことができた。 

追加の実験 教科書通りの実験は演示で見せた。シャーレとオブラートで行う実験も演示で見せた。 

人 権 教育の

観点 

（３つの力） 

「認識力」嫌だ、汚い、気持ち悪い、と思う気持ちがわいてくることを認識する。 
「自己啓発力」嫌だと言わない、やってみようとする（やれる環境・方法を提供する）。 
「行動力」お互いに不愉快になることを言わない。違いを楽しみ、同じを喜び合えるよう

な気持ちを持つ（そう感じられる環境・方法を提供する）。 


